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9.	 	 研究実績の概要	 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	 

Xue氏は、2008年交換留学生として当研究室に滞在中，ポルフィリン合成の定法であるLindsay法によりテトラアリ

ルポルフィリンを合成しようと試みた際，[14]トリフィリン(2.1.1)を偶然発見した．本合成法は極めて一般的なポルフ

ィリン合成法であるにもかかわらず，これまでトリフィリン骨格が報告されたことはなかった．これまでに報告されたサ

ブポルフィリン(1.1.1)がお椀型のホウ素錯体であるのに対し．今回合成されたトリフィリンはフリーベース体であり，

平面性が高い極めて興味深い構造である．そこで、本研究では14]トリフィリン(2.1.1)の可能性を探るために、様々

な誘導体、金属錯体を合成し、その物性、構造、触媒活性などを多面的に検討することを目的に研究を行った。

今年度は、金属錯体の合成法の確立と、π共役拡張化合物の合成、得られた化合物の詳細な物性を明らかにす

ることを目的として研究を行った。今年度に報告したChem. Eur. J.の論文は、トリナフトトリフィリンなどπ
共役拡張型トリフィリンの新規合成と分光特性の詳細な検討、及び、金属錯体の合成に関するものであり

，カバーピクチャーに採用された。またAngew. Chem. Int Ed.のHighlightとして取り上げられた。Chem. 
Commun.の論文は、McMurry法による新しい環化法の開発と金属錯体の合成に関するものであり、
Hot.Articleに取り上げられるなど、高い評価を得た。 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 

	 

	 

10.	 キーワード	 
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11.研究発表（平成２２年度の研究成果） 
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Chem. Eur. J. 有 17 2 0 1 1 4396-4407 
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12. 研究成果による産業財産権の出願・取得状況 
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13.	 備考	 

	 ※	 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す	 

ること。	 
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